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１. 新型コロナウイルスおよびインフルエンザ発⽣状況（定点当たり報告数）

⼀般社団法⼈福岡市医師会

※福岡県ホームページもとに作成

令和５年



２.今後の感染動向と対策

⼀般社団法⼈福岡市医師会

・オミクロン系統の変異株「EG.5」(通称「エリス」)や
「BA.2.86」（通称「ピロラ」）の感染拡⼤

・インフルエンザとの更なる同時流⾏が懸念

今後の
感染動向

新型コロナとインフルエンザワクチンの同時接種や
基本的な感染予防⾏動の徹底により、⾼齢者等重症化
リスクの⾼い⽅を守ることが必要

今後の
対策

※ 医療提供体制を守るため、ご理解・ご協⼒をお願いします。



３. 10⽉以降の新型コロナウイルス医療⽀援内容

⼀般社団法⼈福岡市医師会
厚労省HPを元に作成

令和5年10⽉以降令和5年9⽉まで⽀援策対象

⼀部⾃⼰負担
(負担額は9千円を基本とし所得に応じて軽減)全額公費⽀援治療薬

患者

補助額を1万円程度に減額⾼額医療費制度適⽤後に
さらに最⼤2万円補助⼊院医療費

・対象範囲を原則、重症者・中等症Ⅱ患者に
・感染状況に応じて⽀給
・上限額は2割減

上限額を設けて⽀給病床確保料

医療
機関 ⼤半の項⽬で引き下げ

診療報酬上の
特例措置

引き続き医療機関間で⼊院先調整
原則、医療機関間による
⼊院先調整⼊院調整



４. 薬剤需給状況（１）

⼀般社団法⼈福岡市医師会

「薬剤需給状況調査」実施

調査期間 ︓ 令和5年7⽉12⽇〜24⽇
調査対象 ︓ 会員医療機関 1,299件
回答状況 ︓ 505件 (回答率38.9％)

はい
96%

いいえ
4%

＜診療所＞
〇⼊⼿不可あるいは供給不安定により処⽅が困難な薬剤があるか

＜病院＞

はい
73%

いいえ
27%

福岡市医師会調査



５. 薬剤需給状況（２）

⼀般社団法⼈福岡市医師会

〇薬剤の不⾜が⽣じた際の対応について

【その他の対応】(抜粋)
・処⽅ができない。
・ジェネリックがない場合は先発品、
先発品がない場合はジェネリックで了承を得て処⽅。

・都度、⼊荷できるメーカーを探し対応。
・残薬を確認し、処⽅⽇数を変更。

代替品で対応
65%

錠剤を粉砕し、
賦形剤を加えて
調剤 ４％

その他の
対応
31%

・政府の医療費抑制のための後発医薬品推進により、メーカーの新規参⼊が急増。
複数の製薬会社が製造管理や品質管理体制の不備により⾏政処分を受け出荷制限となり、
他社の同効薬に供給量を上回る注⽂が発⽣した。

・薬価が安く、増産しても収益がないので増産しない。
・原薬の多くが海外からの輸⼊依存で、原薬製造国からの突発的な供給停⽌に国内で対応できない。

〇卸売会社等による供給不安定の理由

福岡市医師会調査



６．令和５年秋開始ワクチン接種体制

⼀般社団法⼈福岡市医師会
厚労省・福岡市HPを元に作成

個別接種 福岡市内 約800医療機関

集団接種
福岡市役所１階ロビー
なみきスクエア
ももち体育館

個別接種 福岡市内 約60医療機関

集団接種 福岡市役所１階ロビー

 6か⽉
    〜4歳

個別接種 福岡市内 約40医療機関

接種場所

12歳以上

5〜11歳


